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■ ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いく
ださい。また、お読みになった後は大切に保管してください。

■ ここに示した注意事項は、お使いになる人や、他の人への危害、財産への損
害を未然に防ぐための内容を記載していますので、必ずお守りください。

■ 次の表示の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害
や損害の程度を説明しています。

※1 重傷：失明・けが・やけど（高温・低温）・感電・骨折・中毒などで後遺
症が残るもの、および治療に入院・長期の通院を要するものを指します。

※2 軽傷：治療に入院や長期の通院を要さない、けが・やけど（高温・低温）・
感電などを指します。

※3 物的損害：家屋・家財および家畜・ペットなどにかかわる拡大損害を指します。
■ 次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。

■「安全上のご注意」は、次の項目に分けて説明しています。
1. 本端末、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモnanoUIMカード、テレビ・モ
バキャスアンテナケーブルの取り扱いについて（共通）････････････ 4

2. 本端末の取り扱いについて ･････････････････････････････････････ 7
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1. 本端末、アダプタ、卓上ホルダ、ドコモnanoUIM
カード、テレビ・モバキャスアンテナケーブルの取
り扱いについて（共通）

ご利用の前に必ずお読みください

本端末のご利用にあたっての注意事項
･ 本端末は、ｉモードのサイト（番組）への接続やｉアプリなどには対応し
ておりません。

･ 本端末は、データの同期や最新のソフトウェアバージョンをチェックするた
めの通信、サーバーとの接続を維持するための通信など一部自動的に通信を
行う仕様となっています。また、アプリのダウンロードや動画の視聴など
データ量の大きい通信を行うと、パケット通信料が高額になりますので、パ
ケットパック／パケット定額サービスのご利用を強くおすすめします。

･ お客様がご利用のアプリやサービスによっては、Wi-Fi通信中であってもパ
ケット通信料が発生する場合があります。

･ 公共モード（ドライブモード）には対応しておりません。
･ マナーモード設定中でも、シャッター音、動画撮影時の撮影開始／終了音、
アラーム、動画・音楽などの音声、通話中に をタップしたときの音は消
音されません。

･ ロック画面にオペレーター名が表示されます。
･ お客様の電話番号（自局番号）は、ホーム画面で ［設定］［端末情
報］［機器の状態］［SIMのステータス］をタップして、「電話番号」
で確認できます。

･ 本端末のソフトウェアバージョンは、ホーム画面で ［設定］［端末情
報］をタップして確認できます。

･ microSDカードや端末の空き容量が少ない場合、起動中のアプリが正常に動作
しなくなることがあります。その場合は保存されているデータを削除してくだ
さい。

･ 本端末のソフトウェアを最新の状態に更新することができます。詳細は、本
端末に搭載の『取扱説明書』アプリ（eトリセツ）またはドコモのホーム
ページ掲載の『取扱説明書（PDFファイル）』をご覧ください。

･ 本端末の品質改善を行うため、ソフトウェアアップデートによってオペレー
ティングシステム（OS）のバージョンアップを行うことがあります。この
ため、常に最新のOSバージョンをご利用いただく必要があります。また、
古いOSバージョンで使用していたアプリが使えなくなる場合や意図しない
不具合が発生する場合があります。

･ 本端末では、ドコモnanoUIMカードのみご利用になれます。ドコモminiUIM
カード、ドコモUIMカード、FOMAカードをお持ちの場合には、ドコモ
ショップ窓口にてドコモnanoUIMカードにお取り替えください。

･ 紛失に備え画面ロックのパスワードなどを設定し、本端末のセキュリティ
を確保してください。詳細は、本端末に搭載の『取扱説明書』アプリ（eト
リセツ）またはドコモのホームページ掲載の『取扱説明書（PDFファイ
ル）』をご覧ください。

･ 万が一紛失した場合は、Gmail、Google PlayなどのGoogleサービス
やSNSなどを他の人に利用されないように、パソコンより各種サービス
アカウントのパスワード変更や認証の無効化を行ってください。

･ Googleが提供するサービスについては、Google Inc.の利用規約をお読
みください。また、そのほかのウェブサービスについては、それぞれの
利用規約をお読みください。

･ 利用規約などが表示された場合は、画面の指示に従って操作してください。
･ アプリおよびサービス内容は、将来予告なく変更される場合があります。
･ spモード、mopera Uおよびビジネスmoperaインターネット以外のプロ
バイダはサポートしておりません。

･ テザリングのご利用にはspモードのご契約が必要です。
･ テザリングのご利用には、パケットパック／パケット定額サービスへのご
加入を強くおすすめします。

･ ご利用の料金など詳しくは、ドコモのホームページをご覧ください。
･ ディスプレイは、非常に高度な技術を駆使して作られていますが、一部に
点灯しないドットや常時点灯するドットが存在する場合があります。これ
はディスプレイの特性であり故障ではありませんので、あらかじめご了承
ください。

･ 市販のオプション品については、当社では動作保証はいたしませんので、あ
らかじめご了承ください。

安全上のご注意（必ずお守りください）

この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重
傷（※1）を負う危険が切迫して生じることが想定され
る」内容です。
この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重
傷（※1）を負う可能性が想定される」内容です。
この表示は、取り扱いを誤った場合、「軽傷（※2）を
負う可能性が想定される場合および物的損害（※3）の
発生が想定される」内容です。

危険
警告
注意

禁止（してはいけないこと）を示す記号です。

分解してはいけないことを示す記号です。

水がかかる場所で使用したり、水に濡らしたりしてはいけないこ
とを示す記号です。

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記号です。

指示に基づく行為の強制（必ず実行していただくこと）を示す記
号です。

電源プラグをコンセントから抜いていただくことを示す記号で
す。

高温になる場所や熱のこもりやすい場所（火のそば、暖房器具のそば、
こたつや布団の中、直射日光の当たる場所、炎天下の車内など）で使
用、保管、放置しないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。
電子レンジ、IH調理器などの加熱調理器、圧力釜などの高圧容器に入
れたり、近くに置いたりしないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。
砂や土、泥をかけたり、直に置いたりしないでください。また、砂な
どが付着した手で触れないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。
防水・防塵性能については以下をご参照ください。
⇒P.23「防水／防塵性能」
水などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿など）で濡れた状態で
は、充電しないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。
防水性能については以下をご参照ください。
⇒P.23「防水／防塵性能」
分解、改造をしないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

水などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿など）で濡らさないで
ください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。
防水性能については以下をご参照ください。
⇒P.23「防水／防塵性能」
充電端子や外部接続端子に水などの液体（飲料水、汗、海水、ペット
の尿など）を入れないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。
防水性能については以下をご参照ください。
⇒P.23「防水／防塵性能」

危険

オプション品は、NTTドコモが指定したものを使用してください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

落下させる、踏みつける、投げつけるなど強い力や衝撃、振動を与え
ないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。
充電端子や外部接続端子に導電性異物（金属片、鉛筆の芯など）を接
触させたり、ほこりが内部に入ったりしないようにしてください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。
使用中や充電中に、布団などで覆ったり、包んだりしないでください。
火災、やけどなどの原因となります。

所定の充電時間を超えても充電が完了しない場合は、充電を中止して
ください。
過充電などにより、火災、やけど、けがなどの原因となります。
ガソリンスタンドなど引火性ガスが発生する可能性のある場所や粉塵が
発生する場所に立ち入る場合は必ず事前に本端末の電源を切り、充電を
している場合は中止してください。
引火性ガスなどが発生する場所で使用すると、爆発や火災などの原因
となります。
ガソリンスタンド構内などでおサイフケータイをご使用になる際は必
ず事前に電源を切った状態で使用してください。（NFC／おサイフケー
タイ ロックを設定されている場合にはロックを解除した上で電源を
お切りください。）
使用中、充電中、保管中に、異臭、異音、発煙、発熱、変色、変形な
どの異常がみられた場合は次の作業を行ってください。
・電源プラグをコンセントやアクセサリーソケットから抜く。
・本端末の電源を切る。
上記の作業を行わないと、火災、やけど、けが、感電などの原因とな
ります。

警告

2. 本端末の取り扱いについて 3. アダプタ、卓上ホルダの取り扱いについて

破損したまま使用しないでください。
火災、やけど、けがなどの原因となります。

ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な場所には置かないでく
ださい。バイブレータ設定中は特にご注意ください。
落下して、けがなどの原因となります。
湿気やほこりの多い場所や高温になる場所での使用、保管はしないで
ください。
火災、やけど、感電などの原因となります。
防水・防塵性能については以下をご参照ください。
⇒P.23「防水／防塵性能」
子供が使用する場合は、保護者が取り扱いの方法を教え、誤った使い
かたをさせないでください。
けがなどの原因となります。
乳幼児の手の届く場所に置かないでください。
誤って飲み込んだり、けが、感電などの原因となります。

本端末を長時間連続使用される場合や充電中は温度が高くなることが
ありますのでご注意ください。また、眠ってしまうなどして、意図せ
ず長時間触れることがないようご注意ください。
アプリ、通話、データ通信、テレビや動画視聴など、長時間の使用や
充電中は、本端末やアダプタの温度が高くなることがあります。
温度の高い部分に直接長時間触れるとお客様の体質や体調によっては
肌の赤みやかゆみ、かぶれ、低温やけどなどの原因となります。

注意

火の中に投入したり、熱を加えたりしないでください。
内蔵電池の発火、破裂、発熱、漏液により、火災、やけど、けがなど
の原因となります。
釘（鋭利なもの）を刺したり、ハンマー（硬いもの）で叩いたり、踏
みつけたりするなど過度な力を加えないでください。
内蔵電池の発火、破裂、発熱、漏液により、火災、やけど、けがなど
の原因となります。
内蔵電池内部の物質などが目の中に入ったときは、こすらず、すぐに
きれいな水で洗った後、直ちに医師の診療を受けてください。
内蔵電池内部の物質などの影響により、失明などの原因となります。
ディスプレイ内部の物質などが目や口の中に入った場合は、すぐにき
れいな水で洗った後、直ちに医師の診療を受けてください。
ディスプレイ内部の物質などの影響により、失明や体調不良などの原
因となります。

ライトの発光部を人の目に近づけて点灯、発光させないでください。特
に、乳幼児に対しては十分に距離を離してください。 
視力障害などの原因となります。また、目がくらんだり驚いたりして
けがなどの事故の原因となります。
自動車などの運転者に向けてライトを点灯、発光しないでください。
運転の妨げとなり、事故などの原因となります。

点滅を繰り返す画面を長時間見ないでください。
けいれんや意識喪失などの原因となります。

本端末内のドコモnanoUIMカード／microSDカード挿入口に水など
の液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿など）や金属片、燃えやすい
ものなどの異物を入れないでください。また、ドコモnanoUIMカー
ドやmicroSDカードの挿入場所や向きを間違えないでください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。

危険

警告

カメラのレンズに直射日光などを長時間当てないでください。
レンズの集光作用により、火災、やけど、けがなどの原因となります。

航空機へのご搭乗にあたり、本端末の電源を切るか、機内モードに設
定してください。
航空機内での使用については制限があるため、各航空会社の指示に
従ってください。
航空機の電子機器に悪影響を及ぼす原因となります。
なお、航空機内での使用において禁止行為をした場合、法令により罰
せられることがあります。
病院での使用については、各医療機関の指示に従ってください。
使用を禁止されている場所では、本端末の電源を切ってください。
電子機器や医用電気機器に悪影響を及ぼす原因となります。
ハンズフリーに設定して通話するときや、大きな音で着信音が鳴って
いるとき、待ち受け中などは、必ず本端末を耳から離してください。
また、イヤホンマイクなどを本端末に装着し、ゲームや動画・音楽再
生などをする場合は、適度なボリュームに調節してください。
音量が大きすぎたり、長時間連続して使用したりすると難聴などの原
因となります。また、周囲の音が聞こえにくいと、事故の原因となり
ます。
心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振動）や着信音量の設定に注意
してください。
心臓に悪影響を及ぼす原因となります。
医用電気機器などを装着している場合は、医用電気機器メーカーもし
くは販売業者に、電波による影響についてご確認の上ご使用ください。
医用電気機器などに悪影響を及ぼす原因となります。
高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近くでは、本端末の
電源を切ってください。
電子機器が誤動作するなどの悪影響を及ぼす原因となります。
※ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器、その
他の医用電気機器、その他の自動制御機器など。
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器、その他の医用
電気機器をご使用される方は、各医用電気機器メーカーもしくは販
売業者に電波による影響についてご確認ください。

ディスプレイ部やカメラのレンズを破損した際には、割れたガラスや
アクリル樹脂、露出した本端末の内部にご注意ください。
破損部や露出部に触れると、やけど、けが、感電などの原因となります。
内蔵電池が漏液したり、異臭がしたりするときは、直ちに使用をやめ
て火気から遠ざけてください。
漏液した液体に引火し、発火、破裂などの原因となります。
ペットなどが本端末に噛みつかないようご注意ください。
内蔵電池の発火、破裂、発熱、漏液により、火災、やけど、けがなど
の原因となります。

ストラップなどを持って本端末を振り回さないでください。
本人や他の人、周囲の物に当たり、けがなどの事故の原因となります。

モーションセンサーのご利用にあたっては、必ず周囲の安全を確認し、
本端末をしっかりと握り、必要以上に振り回さないでください。
けがなどの事故の原因となります。
ディスプレイを破損し、内部の物質などが漏れた場合には、顔や手な
どの皮膚や衣類などにつけないでください。
目や皮膚への傷害などを起こす原因となります。
内部の物質などが目や口に入った場合や、皮膚や衣類に付着した場合
は、すぐにきれいな水で洗い流してください。
また、目や口に入った場合は、洗浄後直ちに医師の診療を受けてくだ
さい。
一般のゴミと一緒に捨てないでください。
発火による火災、やけど、けがなどの原因となります。また、環境破
壊の原因となります。不要となった本端末は、ドコモショップなど窓
口にお持ちいただくか、回収を行っている市区町村の指示に従ってく
ださい。

注意

内蔵電池内部の物質などが漏れた場合は、顔や手などの皮膚につけな
いでください。
目や皮膚への傷害などを起こす原因となります。
内部の物質などが目や口に入った場合や、皮膚や衣類に付着した場合
は、すぐにきれいな水で洗い流してください。
また、目や口に入った場合は、洗浄後直ちに医師の診療を受けてくだ
さい。
自動車内で使用する場合、自動車メーカーもしくは販売業者に、電波
による影響についてご確認の上ご使用ください。
車種によっては、まれに車載電子機器に悪影響を及ぼす原因となりま
すので、その場合は直ちに使用を中止してください。
本端末の使用により、皮膚に異状が生じた場合は、直ちに使用をやめ、
医師の診療を受けてください。お客様の体質や体調によっては、かゆ
み、かぶれ、湿疹などが生じることがあります。
各箇所の材質については以下をご参照ください。
⇒P.14「材質一覧」
本端末の送話口（マイク）／スピーカー部、受話口／スピーカー部に
磁気を発生する部品を使用しているため、金属片（カッターの刃やホ
チキスの針など）が付着していないことを確認してください。
付着物により、けがなどの原因となります。
ディスプレイを見る際は、十分明るい場所で、ある程度の距離をとっ
てください。
暗い場所や近くで見ると視力低下などの原因となります。

アダプタのコードが傷んだら使用しないでください。
火災、やけど、感電などの原因となります。

アダプタや卓上ホルダは、風呂場などの湿気の多い場所では使用しな
いでください。
火災、やけど、感電などの原因となります。
DCアダプタはマイナスアース車専用です。プラスアース車には使用
しないでください。
火災、やけど、感電などの原因となります。
雷が鳴り出したら、アダプタには触れないでください。
感電などの原因となります。

コンセントやアクセサリーソケットにつないだ状態で充電端子を
ショートさせないでください。また、充電端子に手や指など、身体の
一部を触れさせないでください。
火災、やけど、感電などの原因となります。
アダプタのコードの上に重いものをのせたり、引っ張るなど無理な力
を加えたりしないでください。
火災、やけど、感電などの原因となります。
コンセントにACアダプタを抜き差しするときは、金属製ストラップ
などの金属類を接触させないでください。
火災、やけど、感電などの原因となります。
ACアダプタに海外旅行用の変圧器（トラベルコンバーター）を使用
しないでください。
発火、発熱、感電などの原因となります。
本端末にアダプタを接続した状態で、接続部に無理な力を加えないで
ください。
火災、やけど、けが、感電などの原因となります。
濡れた手でアダプタのコードや充電端子、電源プラグ、卓上ホルダに
触れないでください。
火災、やけど、感電などの原因となります。

警告

4. ドコモnanoUIMカードの取り扱いについて

5. 医用電気機器近くでの取り扱いについて

6. 材質一覧

■ 共通のお願い
･ SO-01Gは防水／防塵性能を有しておりますが、本端末内部に水などの
液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿など）や粉塵などの異物を入れた
り、付属品、オプション品にこれらを付着させたりしないでください。
アダプタ、卓上ホルダ、ドコモnanoUIMカード、テレビ・モバキャスア
ンテナケーブルは防水／防塵性能を有しておりません。風呂場などの湿
気の多い場所でのご使用や、雨などがかかることはおやめください。ま
た身に付けている場合、汗による湿気により内部が腐食し故障の原因と
なります。調査の結果、これらの水濡れによる故障と判明した場合、保
証対象外となり修理できないことがありますので、あらかじめご了承く
ださい。なお、保証対象外ですので修理を実施できる場合でも有料修理
となります。

･ お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。
- 乾いた布などで強く擦ると、ディスプレイに傷がつく場合があります。
- ディスプレイに水滴や汚れなどが付着したまま放置すると、シミになる
ことがあります。
- アルコール、シンナー、ベンジン、洗剤などで拭くと、印刷が消えた
り、色があせたりすることがあります。

･ 端子は時々乾いた綿棒などで清掃してください。
端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れたり充電不十分の原因
となったりしますので、端子を乾いた綿棒などで拭いてください。また、
清掃する際には端子の破損に十分ご注意ください。

･ エアコンの吹き出し口の近くに置かないでください。
急激な温度の変化により結露し、内部が腐食し故障の原因となります。

･ 本端末に無理な力がかからないように使用してください。
多くのものが詰まった荷物の中に入れたり、衣類のポケットに入れて
座ったりするとディスプレイ、内部基板、内蔵電池などの破損、故障の
原因となります。
また、外部接続機器を外部接続端子に差した状態の場合、破損、故障の原
因となります。

･ ディスプレイは金属などで擦ったり引っかいたりしないでください。
傷つくことがあり、故障、破損の原因となります。

･ 対応の各オプション品に添付されている個別の取扱説明書をよくお読みく
ださい。

･ 本端末を落としたり、衝撃を与えたりしないでください。
故障、破損の原因となります。

■ 本端末についてのお願い
･ タッチスクリーンの表面を強く押したり、爪やボールペン、ピンなど先
の尖ったもので操作したりしないでください。
タッチスクリーンが破損する原因となります。

･ 極端な高温、低温は避けてください。
温度は5℃～40℃（ただし、36℃以上は風呂場などでの一時的な使用
に限る）、湿度は45%～85%の範囲でご使用ください。

･ 一般の電話機やテレビ・ラジオなどをお使いになっている近くで使用す
ると、悪影響を及ぼす原因となりますので、なるべく離れた場所でご使
用ください。

･ お客様ご自身で本端末に登録された情報内容は、microSDカード、パソ
コン、クラウドなどにバックアップ、別にメモを取るなどして保管して
くださるようお願いします。
万が一登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社とし
ては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

･ 外部接続端子に外部接続機器を接続する際に斜めに差したり、差した状態で
引っ張ったりしないでください。
故障、破損の原因となります。

･ 使用中、充電中、本端末は温かくなりますが、異常ではありません。そ
のままご使用ください。

･ カメラを直射日光の当たる場所に放置しないでください。
素子の退色・焼付きを起こす場合があります。

･ 通常はmicroUSB接続端子カバー、ドコモnanoUIMカード／
microSDカード挿入口カバーを閉じた状態でご使用ください。
水などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿など）や粉塵などの異物
が入り故障の原因となります。

･ microSDカードの使用中は、microSDカードを取り外したり、本端末の
電源を切ったりしないでください。
データの消失、故障の原因となります。

･ 磁気カードなどを本端末に近づけないでください。
キャッシュカード、クレジットカード、テレホンカード、フロッピーディ
スクなどの磁気データが消えてしまうことがあります。

･ 本端末に磁気を帯びたものを近づけないでください。
強い磁気を近づけると誤動作の原因となります。

指定の電源、電圧で使用してください。
また、海外で充電する場合は、海外で使用可能なACアダプタで充電
してください。
誤った電源、電圧で使用すると火災、やけど、感電などの原因となり
ます。
ACアダプタ：AC100V（家庭用交流コンセントのみに接続すること）
海外で使用可能なACアダプタ：AC100V～240V（家庭用交流コン
セントのみに接続すること）
DCアダプタ：DC12V・24V（マイナスアース車専用）
DCアダプタのヒューズを交換する場合は、必ず指定のヒューズを使
用してください。
指定以外のヒューズを使用すると、火災、やけど、感電などの原因と
なります。指定のヒューズに関しては、個別の取扱説明書でご確認く
ださい。
電源プラグについたほこりは、拭き取ってください。
ほこりが付着した状態で使用すると、火災、やけど、感電などの原因
となります。
アダプタをコンセントやアクセサリーソケットに差し込むときは、確
実に差し込んでください。
確実に差し込まないと、火災、やけど、感電などの原因となります。
電源プラグをコンセントやアクセサリーソケットから抜く場合は、ア
ダプタのコードを引っ張るなど無理な力を加えず、アダプタを持って
抜いてください。
アダプタのコードを引っ張るとコードが傷つき、火災、やけど、感電
などの原因となります。
本端末にアダプタを抜き差しする場合は、コードを引っ張るなど無理
な力を加えず、接続する端子に対してまっすぐ抜き差ししてください。
正しく抜き差ししないと、火災、やけど、けが、感電などの原因とな
ります。
充電端子が曲がるなど変形した場合は、直ちに使用をやめてください。
また、変形を元に戻しての使用もやめてください。
充電端子のショートにより、火災、やけど、けが、感電などの原因と
なります。

使用しない場合は、アダプタの電源プラグをコンセントやアクセサ
リーソケットから抜いてください。
電源プラグを差したまま放置すると、火災、やけど、けが、感電など
の原因となります。
水などの液体（飲料水、汗、海水、ペットの尿など）が入った場合は、
直ちに電源プラグをコンセントやアクセサリーソケットから抜いてく
ださい。
火災、やけど、感電などの原因となります。
お手入れの際は、電源プラグをコンセントやアクセサリーソケットか
ら抜いて行ってください。
抜かずに行うと、火災、やけど、感電などの原因となります。

コンセントやアクセサリーソケットにつないだ状態でアダプタに長時
間触れないでください。
やけどなどの原因となります。

ドコモnanoUIMカードを取り扱う際は指などの体の一部を傷つけな
いよう、切断面にご注意ください。
けがなどの原因となります。

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器などの医用電気機
器を装着されている場合は、装着部から本端末を15cm以上離して携
行および使用してください。
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす原因となります。

注意

注意

警告

自宅療養などにより医療機関の外で、植込み型心臓ペースメーカおよび
植込み型除細動器以外の医用電気機器を使用される場合には、電波によ
る影響について個別に医用電気機器メーカーなどにご確認ください。
電波により医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす原因となります。
身動きが自由に取れないなど、周囲の方と15cm未満に近づく恐れが
ある場合には、事前に本端末を電波の出ない状態に切り替えてくださ
い（機内モードまたは電源オフなど）。
付近に植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器などの医用
電気機器を装着している方がいる可能性があります。電波により医用
電気機器の作動に悪影響を及ぼす原因となります。
医療機関内における本端末の使用については、各医療機関の指示に従っ
てください。
医用電気機器の作動に悪影響を及ぼす原因となります。

使用箇所 材質 表面処理
外装ケース（4コーナー） PA樹脂 ―
外装ケース（ストラップホール） PA樹脂（ガラス入り）―
外装ケース（上下および側面、microUSB
接続端子カバー、ドコモnanoUIMカード
／microSDカード挿入口カバー）、電源
キー、音量キー、カメラキー

アルミニウム合金 陽極酸化
皮膜処理

外装ケース（ヘッドセット接続端子部） ナイロン樹脂 ―
透明板（カメラ） PMMA樹脂＋PC樹脂 AR処理
透明板（ディスプレイ、背面） 強化ガラス AFP処理
化粧リング（カメラ） ステンレス合金 ―
マグネットコネクタ（樹脂部） PPS樹脂

（Black、Copper）
ナイロン樹脂（White、
Silver Green）

―

マグネットコネクタ（板金） SUS ア クリル
系塗装処
理

マグネットコネクタ（電極部） りん青銅 金メッキ

卓上ホルダ（上ケース、下ケース） ABS樹脂 ―
卓上ホルダ（アタッチメント） PC樹脂 ―
卓上ホルダ（マグネットコネクタ） ネオジム ニッケル

メッキ
卓上ホルダ（接触端子、充電端子） 黄銅 金メッキ
卓上ホルダ（ハウジング：接触端子） PA樹脂 ―
卓上ホルダ（ハウジング：充電端子） ポリエステル樹脂 ―
卓上ホルダ（シールド：充電端子） ステンレス ―
卓上ホルダ（機銘板） PET（アルミ蒸着）樹脂 ―
卓上ホルダ（製造番号ラベル） PET樹脂 ―
卓上ホルダ（2Dバーコードラベル） PS樹脂 ―
卓上ホルダ（水没ラベル） 上質紙 ―
卓上ホルダ（ゴム足） ポリウレタン樹脂 ―
テレビ・モバキャスアンテナケーブル（接
続プラグ：金属部分）

黄銅 金メッキ

テレビ・モバキャスアンテナケーブル（接
続プラグ：ボディー、ケーブル、ヘッド
セット接続端子：ボディー）

エラストマー樹脂 ―

使用箇所 材質 表面処理 取り扱い上のご注意

1 2 3

6 7 8 9

12 13 14 15

4 5

10 11

16 17



●番号をよくご確認の上、お間違いのないようにおかけください。
●紛失・盗難などにあわれたら、速やかに利用中断手続きをお取りください。
●お客様が購入された端末に故障が発生した場合は、ご帰国後にドコモ指定の故障
取扱窓口へご持参ください。

■ドコモの携帯電話からの場合
「＋」を画面表示  -81-3-6832-6600 （無料）
（「＋」は「0」をロングタッチします。）
※「＋」発信のかわりに国際電話アクセス番号でも発信できます。

■一般電話などからの場合
滞在国の国際電話アクセス番号  -81-3-6832-6600 （有料）
※日本向け通話料がかかります。
※国際電話アクセス番号については、ドコモのホームページをご覧ください。

海外からのお問い合わせ先（紛失・盗難・つながらない場合
など）

●番号をよくご確認の上、お間違いのないようにおかけください。
●各種手続き、故障・アフターサービスについては、上記お問い合わせ先にご連絡
いただくか、ドコモホームページにてお近くのドコモショップなどをご確認の上、
お問い合わせください。
ドコモホームページ https://www.nttdocomo.co.jp/

故障お問い合わせ・
修理お申込み先
■ドコモの携帯電話からの場合
（局番なしの）113（無料）

※一般電話などからはご利用になれま
せん。

■一般電話などからの場合
0120-800-000

※一部のIP電話からは接続できない場
合があります。

■ドコモの携帯電話からの場合
（局番なしの）151（無料）

※一般電話などからはご利用になれま
せん。

総合お問い合わせ先〈ドコモ 
インフォメーションセンター〉

■一般電話などからの場合
0120-800-000

※一部のIP電話からは接続できない場
合があります。
受付時間 午前9:00～午後8:00
 （年中無休）

受付時間　24時間（年中無休）

受付時間 24時間（年中無休）

ご不要になった携帯電話などは、自社・他社製品
を問わず回収をしていますので、お近くのドコモ
ショップへお持ちください。
※ 回収対象：携帯電話、PHS、電池パック、充電
器、卓上ホルダ（自社・他社製品を問わず回収）

マナーもいっしょに携帯しましょう。
○公共の場所で携帯電話をご利用の際は、周囲の方への心く
ばりを忘れずに。

販売元　株式会社NTTドコモ
製造元　ソニーモバイルコミュニケーションズ株式会社

･ 近接センサー部をフィルムやシールなどでふさいだり、汚したりしない
でください。
近接センサーを使用する各種機能が正常に動作しない場合があります。
近接センサーの位置は、以下をご参照ください。
⇒クイックスタートガイド「各部の名称と機能」

･ 内蔵電池は消耗品です。
使用状態などによって異なりますが、十分に充電しても使用時間が極端
に短くなったときは内蔵電池の交換時期です。内蔵電池の交換につきま
しては、裏表紙の「故障お問い合わせ・修理お申込み先」または、ドコ
モ指定の故障取扱窓口までお問い合わせください。

･ 充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場所で行ってください。
･ 内蔵電池の使用時間は、使用環境や内蔵電池の劣化度により異なります。
･ 内蔵電池の使用条件により、寿命が近づくにつれて内蔵電池が膨れる場
合があります。
本端末が内蔵電池の膨らみによる故障と判明した場合、保証対象外とな
り修理できないことがありますので、あらかじめご了承ください。なお、
保証対象外ですので修理を実施できる場合でも有料修理となります。

･ 本端末を保管される場合は、次の点にご注意ください。
- フル充電状態（充電完了後すぐの状態）での保管
- 電池残量なしの状態（本端末の電源が入らない程消費している状態）で
の保管
内蔵電池の性能や寿命を低下させる原因となります。
保管に適した電池残量は、目安として電池残量が40パーセント程度の状
態をおすすめします。

･ 本端末の内蔵電池の種類は次のとおりです。

■ アダプタ、卓上ホルダについてのお願い
･ 充電は、適正な周囲温度（5℃～35℃）の場所で行ってください。
･ 次のような場所では、充電しないでください。
- 湿気、ほこり、振動の多い場所
- 一般の電話機やテレビ・ラジオなどの近く

･ 充電中、アダプタや卓上ホルダ（接触端子を含む）が温かくなることが
ありますが、異常ではありません。そのままご使用ください。

･ DCアダプタを使用して充電する場合は、自動車のエンジンを切ったまま
使用しないでください。
自動車のバッテリーを消耗させる原因となります。

･ 抜け防止機構のあるコンセントをご使用の場合、そのコンセントの取扱
説明書に従ってください。

･ 強い衝撃を与えないでください。また、充電端子を変形させないでくださ
い。
故障の原因となります。

･ 卓上ホルダのアタッチメントの取り付け／取り外しには、無理な力を入れ
ないでください。
故障、破損の原因となります。

･ 卓上ホルダの接触端子の間にあるマグネットコネクタは磁石を使用してい
ます。砂鉄や金属製の異物（クリップなど）が付着していないことをお確
かめの上、本端末を取り付けてください。異物がある場合、柔らかい布な
どで取り除いてからご使用ください。

･ 磁気カードなどを卓上ホルダに近づけないでください。
キャッシュカード、クレジットカード、テレホンカード、フロッピーディ
スクなどの磁気データが消えてしまうことがあります。

･ 医用電気機器や電子機器などの磁力の影響を受ける場所の近くでは使用し
ないでください。

■ ドコモnanoUIMカードについてのお願い
･ ドコモnanoUIMカードの取り付け／取り外しには、必要以上に力を入れ
ないでください。

･ 他の ICカードリーダー／ライターなどにドコモnanoUIMカードを挿入
して使用した結果として故障した場合は、お客様の責任となりますので、
ご注意ください。

･ IC部分はいつもきれいな状態でご使用ください。
･ お手入れは、乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。
･ お客様ご自身で、ドコモ nanoUIM カードに登録された情報内容は、別に
メモを取るなどして保管してくださるようお願いします。
万が一登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社とし
ては責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

･ 環境保全のため、不要になったドコモnanoUIMカードはドコモショップ
など窓口にお持ちください。

･ ICを傷つけたり、不用意に触れたり、ショートさせたりしないでください。
データの消失、故障の原因となります。

･ ドコモ nanoUIM カードを落としたり、衝撃を与えたりしないでくださ
い。
故障の原因となります。

･ ドコモ nanoUIM カードを曲げたり、重いものをのせたりしないでくださ
い。
故障の原因となります。

･ ドコモnanoUIMカードにラベルやシールなどを貼った状態で、本端末に
取り付けないでください。
故障の原因となります。

■ Bluetooth®機能を利用する場合のお願い
･ 本端末は、Bluetooth機能を利用した通信時のセキュリティとして、
Bluetooth標準規格に準拠したセキュリティ機能に対応しております
が、設定内容などによってセキュリティが十分でない場合があります。
Bluetooth機能を利用した通信を行う際にはご注意ください。

･ Bluetooth機能を利用した通信時にデータや情報の漏洩が発生しましても、
責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

･ 周波数帯について
本端末のBluetooth機能／無線LAN機能が利用する周波数帯は、次のと
おりです。

2.4：2400MHz帯を利用する無線設備を表します。
FH/XX/DS/OF：変調方式がFH-SS、その他の方式、DS-SS、OFDM
であることを示します。
4：想定される与干渉距離が40m以下であることを示します。
8：想定される与干渉距離が80m以下であることを示します。

：2400MHz～2483.5MHzの全帯域を利用し、かつ移動体
識別装置の帯域を回避可能であることを意味します。

利用可能なチャネルは国により異なります。
航空機内の利用は、事前に各航空会社へご確認ください。

･ Bluetooth機器使用上の注意事項
本端末の利用周波数帯では、電子レンジなどの家電製品や産業・科学・医
療用機器のほか、工場の製造ラインなどで利用される免許を要する移動
体識別用構内無線局、免許を要しない特定小電力無線局、アマチュア無
線局など（以下「他の無線局」と略します）が運用されています。
- 本端末を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されていないこと
を確認してください。
- 万が一、本端末と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した場合に
は、速やかに利用場所を変えるか、「電源を切る」など電波干渉を避け
てください。
- その他、ご不明な点につきましては、裏表紙の「総合お問い合わせ先」
までお問い合わせください。

■ 無線LAN（WLAN）についてのお願い
･ 無線LAN（WLAN）は、電波を利用して情報のやり取りを行うため、電
波の届く範囲であれば自由にLAN接続できる利点があります。その反面、
セキュリティの設定を行っていないときは、悪意ある第三者に通信内容
を盗み見られたり、不正に侵入されたりする可能性があります。お客様
の判断と責任において、セキュリティの設定を行い、利用することを推
奨します。

･ 無線LANについて
電気製品・AV・OA機器などの磁気を帯びているところや電磁波が発生
しているところで利用しないでください。
- 磁気や電気雑音の影響を受けると雑音が大きくなったり、通信ができな
くなったりすることがあります（特に電子レンジ使用時には影響を受け
ることがあります）。
- テレビ、ラジオなどに近いと受信障害の原因となったり、テレビ画面が
乱れたりすることがあります。
- 近くに複数の無線LANアクセスポイントが存在し、同じチャネルを利
用していると、正しく検索できない場合があります。

･ 2.4GHz機器使用上の注意事項
WLAN搭載機器の使用周波数帯では、電子レンジなどの家電製品や産業・
科学・医療用機器のほか工場の製造ラインなどで使用されている移動体
識別用の構内無線局（免許を要する無線局）および特定小電力無線局（免
許を要しない無線局）ならびにアマチュア無線局（免許を要する無線局）
が運用されています。
- この機器を使用する前に、近くで移動体識別用の構内無線局および特定
小電力無線局ならびにアマチュア無線局が運用されていないことを確
認してください。
- 万が一、この機器から移動体識別用の構内無線局に対して有害な電波干
渉の事例が発生した場合には、速やかに使用周波数を変更するかご利用
を中断していただいた上で、裏表紙の「総合お問い合わせ先」までお問
い合わせいただき、混信回避のための処置など（例えば、パーティショ
ンの設置など）についてご相談ください。
- その他、この機器から移動体識別用の特定小電力無線局あるいはアマ
チュア無線局に対して電波干渉の事例が発生した場合など何かお困り
のことが起きたときは、裏表紙の「総合お問い合わせ先」までお問い合
わせください。

･ 5GHz機器使用上の注意事項
本端末は、5GHzの周波数帯において、5.2GHz帯（W52）、5.3GHz
帯（W53）、5.6GHz帯（W56）の3種類の帯域を利用できます。

- 5.2GHz帯（W52／36、40、44、48ch）
- 5.3GHz帯（W53／52、56、60、64ch）
- 5.6GHz帯（W56／100、104、108、112、116、120、124、
128、132、136、140ch）
本端末に内蔵の無線LANを5.2／5.3GHz帯でご利用になる場合、電波
法の定めにより屋外ではご利用になれません。

■ FeliCa®およびNFCリーダー／ライター機能についてのお願い
･ 本端末のFeliCaおよびNFCリーダー／ライター, P2P機能は、無線局の
免許を要しない微弱電波を利用しています。

･ 使用周波数は13.56MHz帯です。周囲で他のリーダー／ライター, P2P
機能をご利用の場合、十分に離してお使いください。また、他の同一周
波数帯を利用の無線局が近くにないことを確認してお使いください。

･ 航空機内の利用は、事前に各航空会社へご確認ください。ご利用の国に
よっては利用が制限されている場合があります。その国／地域の法規制
などの条件を確認の上、ご利用ください。

■ 注意
･ 改造された本端末は絶対に使用しないでください。改造した機器を使用
した場合は電波法／電気通信事業法に抵触します。
本端末は、電波法に基づく特定無線設備の技術基準適合証明等に関する
規則、および電気通信事業法に基づく端末機器の技術基準適合認定等に
関する規則を順守しており、その証として「技適マーク 」が本端末の
電子銘板に表示されております。電子銘板は、ホーム画面で u［設定］
u［端末情報］u［認証］をタップしてご確認いただけます。
本端末のネジを外して内部の改造を行った場合、技術基準適合証明など
が無効となります。
技術基準適合証明などが無効となった状態で使用すると、電波法および
電気通信事業法に抵触しますので、絶対に使用されないようにお願いい
たします。

･ 自動車などを運転中の使用にはご注意ください。
運転中に本端末を手で保持しての使用は罰則の対象となります。
ただし、傷病者の救護または公共の安全の維持など、やむを得ない場合
は対象外となります。

･ 本端末の FeliCa およびNFCリーダー／ライター機能は日本国内での無
線規格に準拠しています。
海外でご利用される場合は、その国／地域の法規制などの条件をあらか
じめご確認ください。

･ 基本ソフトウェアを不正に変更しないでください。
ソフトウェアの改造とみなし故障修理をお断りする場合があります。

SO-01Gは、microUSB接続端子カバー、ドコモnanoUIMカード／
microSDカード挿入口カバーを確実に取り付けた状態で、IPX5※1、
IPX8※2の防水性能、IP6X※3の防塵性能を有しています。
※1 IPX5とは、内径6.3mmの注水ノズルを使用し、約3mの距離から12.5L

／分の水を最低3分間注水する条件であらゆる方向から噴流を当てても、
電話機としての機能を有することを意味します。

※2 IPX8とは、常温で水道水、かつ静水の水深1.5mのところにSO-01Gを
静かに沈め、約30分間放置後に取り出したときに電話機としての機能を
有することを意味します。

※3 IP6Xとは、直径75μm以下の塵埃（じんあい）が入った装置に電話機
を8時間入れてかくはんさせ、取り出したときに電話機の内部に塵挨が侵
入しない機能を有することを意味します。

■ SO-01Gが有する防水／防塵性能でできることについては、本端末
に搭載の『取扱説明書』アプリ（eトリセツ）またはドコモのホー
ムページ掲載の『取扱説明書（PDFファイル）』をご覧ください。

■ 防水／防塵性能を維持するために
水や粉塵の侵入を防ぐために、必ず次の点を守ってください。
･ 常温の水道水以外の液体をかけたり、浸けたりしないでください。
･ microUSB接続端子カバー、ドコモnanoUIMカード／microSDカード
挿入口カバーの開閉については、本端末に搭載の『取扱説明書』アプリ
（eトリセツ）またはドコモのホームページ掲載の『取扱説明書（PDF
ファイル）』をご覧ください。

･ microUSB接続端子カバー、ドコモnanoUIMカード／microSDカード
挿入口カバーはしっかりと閉じてください。接触面に微細なゴミ（髪の毛
1本、砂粒1つ、微細な繊維など）が挟まると、水や粉塵が侵入する原因
となります。

･ 受話口／スピーカー、送話口（マイク）／スピーカー、セカンドマイク、
ヘッドセット接続端子、ストラップホールなどを尖ったものでつつかない
でください。

･ 落下させないでください。傷の発生などにより防水／防塵性能の劣化を
招くことがあります。

･ microUSB接続端子カバー、ドコモnanoUIMカード／microSDカード
挿入口カバー裏面のゴムパッキンは防水／防塵性能を維持する上で重要
な役割を担っています。はがしたり傷つけたりしないでください。また、
ゴミが付着しないようにしてください。

表示 電池の種類
Li-ion 00 リチウムイオン電池

防水／防塵性能

■ ご使用にあたっての注意事項
次の注意事項を守って正しくお使いください。
･ 付属品、オプション品は防水／防塵性能を有していません。
･ 規定（P.23）以上の強い水流を直接当てないでください。SO-01Gは
IPX5の防水性能を有していますが、故障の原因となります。

･ 万が一、塩水や海水、清涼飲料水がかかったり、泥や土などが付着した
りした場合には、すぐに洗い流してください。乾燥して固まると、汚れ
が落ちにくくなり、傷や故障の原因となります。

･ 熱湯に浸けたり、サウナで使用したり、温風（ドライヤーなど）を当て
たりしないでください。

･ 本端末を水中で移動させたり、水面に叩きつけたりしないでください。
･ 水道水に浸けるときは、30分以内としてください。
･ プールで使用するときは、その施設の規則を守って、使用してください。
･ 本端末は水に浮きません。
･ 水滴が付着したまま放置しないでください。寒冷地では凍結し、故障の
原因となります。

･ 受話口／スピーカー、送話口（マイク）／スピーカー、セカンドマイク、
ヘッドセット接続端子に水滴を残さないでください。通話不良となる恐れ
があります。

･ microUSB接続端子カバー、ドコモnanoUIMカード／microSDカー
ド挿入口カバーが開いている状態で水などの液体がかかった場合、内部
に液体が入り、感電や故障の原因となります。そのまま使用せずに電源
を切って、ドコモ指定の故障取扱窓口へご連絡ください。

･ microUSB接続端子カバー、ドコモnanoUIMカード／microSDカード
挿入口カバー裏面のゴムパッキンが傷ついたり、変形したりした場合は、
ドコモ指定の故障取扱窓口にてお取り替えください。

･ 本端末が水で濡れた状態でテレビ・モバキャスアンテナケーブルやイヤ
ホンなどを接続しないでください。故障の原因となります。

■ 水抜きについて
本端末を水に濡らすと、拭き取れなかった水が後から漏れてくることがあり
ます。水抜きの方法については、本端末に搭載の『取扱説明書』アプリ（e
トリセツ）またはドコモのホームページ掲載の『取扱説明書（PDFファイ
ル）』をご覧ください。

■ 充電のときは
充電時は、本端末が濡れていないか確認してください。本端末が濡れている
状態では、絶対に充電しないでください。充電の注意事項については、本端
末に搭載の『取扱説明書』アプリ（eトリセツ）またはドコモのホームペー
ジ掲載の『取扱説明書（PDFファイル）』をご覧ください。

Mobile phone: GSM/GPRS/EDGE 850/900/1800/1900 & UMTS/
HSPA B1/5/6/19 & LTE B1/3/19/21

この機種SO-01Gの携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基
準および電波防護の国際ガイドラインに適合しています。

この携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準※1ならびに、
これと同等な国際ガイドラインが推奨する電波防護の許容値を遵守するよう設
計されています。この国際ガイドラインは世界保健機関（WHO）と協力関係
にある国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が定めたものであり、その許
容値は使用者の年齢や健康状況に関係なく十分な安全率を含んでいます。
国の技術基準および国際ガイドラインは電波防護の許容値を人体に吸収される
電波の平均エネルギー量を表す比吸収率（SAR：Specific Absorption Rate）
で定めており、携帯電話機に対するSARの許容値は2.0W/kgです。この携帯
電話機の側頭部におけるSARの最大値は0.40W/kg※2、身体に装着した場合
のSARの最大値は0.66W/kg※3です。個々の製品によってSARに多少の差
異が生じることもありますが、いずれも許容値を満足しています。
携帯電話機は、携帯電話基地局との通信に必要な最低限の送信電力になるよう
設計されているため、実際に通話等を行っている状態では、通常SARはより小
さい値となります。一般的には、基地局からの距離が近いほど、携帯電話機の
出力は小さくなります。

この携帯電話機は、側頭部以外の位置でも使用可能です。キャリングケース等
のアクセサリをご使用するなどして、身体から1.5センチ以上離し、かつその
間に金属（部分）が含まれないようにしてください。このことにより、本携帯
電話機が国の技術基準および電波防護の国際ガイドラインに適合していること
を確認しています。

世界保健機関は、『携帯電話が潜在的な健康リスクをもたらすかどうかを評価す
るために、これまで20年以上にわたって多数の研究が行われてきました。今
日まで、携帯電話使用によって生じるとされる、いかなる健康影響も確立され
ていません。』と表明しています。

さらに詳しい情報をお知りになりたい場合には世界保健機関のホームページを
ご参照ください。
http://www.who.int/docstore/peh-emf/publications/facts_press/
fact_japanese.htm
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、次のホームページ
をご参照ください。
総務省のホームページ　
http://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/ele/index.htm
一般社団法人電波産業会のホームページ　
http://www.arib-emf.org/01denpa/denpa02-02.html
ドコモのホームページ　
https://www.nttdocomo.co.jp/product/sar/
ソニーモバイルコミュニケーションズ株式会社のホームページ
http://www.sonymobile.co.jp/product/SAR/
※1 技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条の2）で規

定されています。
※2 同時に使用可能な無線機能を持つ携帯電話機本体を側頭部でご使用にな

る場合のSAR測定法については、平成27年7月に、諮問第118号に関
して情報通信審議会情報通信技術分科会より一部答申がなされており、こ
れに基づいて評価した場合においてもSARが許容値を満足していること
を確認しています。

※3 Xi／FOMAと同時に使用可能な無線機能を含みます。

Important Information United States
THIS PHONE MODEL HAS BEEN CERTIFIED IN COMPLIANCE WITH THE 
GOVERNMENT'S REQUIREMENTS FOR EXPOSURE TO RADIO WAVES.
The SO-01G Series mobile phones have been designed to comply with 
applicable safety requirements for exposure to radio waves. Your wireless 
phone is a radio transmitter and receiver. It is designed to not exceed the limits* 
of exposure to radio frequency (RF) energy set by governmental authorities. 
These limits establish permitted levels of RF energy for the general population. 
The guidelines are based on standards that were developed by international 
scientific organizations through periodic and thorough evaluation of scientific 
studies. 
The standards include a safety margin designed to assure the safety of all 
individuals, regardless of age and health. The radio wave exposure guidelines 
employ a unit of measurement known as the Specific Absorption Rate (SAR). 
Tests for SAR are conducted using standardized methods with the phone 
transmitting at its highest certified power level in all used frequency bands. 
While there may be differences between the SAR levels of various phone 
models, they are all designed to meet the relevant guidelines for exposure to 
radio waves. For more information on SAR, please refer to the important 
information chapter in the User Guide.
The highest SAR value as reported to the authorities for this phone model when 
tested for use by the ear is 0.63 W/kg*, and when worn on the body is 1.10 W/
kg*. For body-worn operation, this phone has been tested and meets the FCC 
RF exposure guidelines. Please use an accessory designated for this product 
or an accessory which contains no metal and which positions the handset a 
minimum of 1.5 cm from the body.
For devices which include “WiFi hotspot” functionality, SAR measurements for the device 
operating in WiFi hotspot mode were taken using a separation distance of 10 mm. 
Use of third-party accessories may result in different SAR levels than those 
reported.
** Before a phone model is available for sale to the public in the US, it must be 
tested and certified by the Federal Communications Commission (FCC) that it 
does not exceed the limit established by the government-adopted requirement 
for safe exposure*. The tests are performed in positions and locations (i.e., by 

the ear and worn on the body) as required by the FCC for each model. The FCC 
has granted an Equipment Authorization for this phone model with all reported 
SAR levels evaluated as in compliance with the FCC RF exposure guidelines. 
While there may be differences between the SAR levels of various phones, all 
mobile phones granted an FCC equipment authorization meet the government 
requirement for safe exposure. SAR information on this phone model is on file 
at the FCC and can be found under the Display Grant section of http://
transition.fcc.gov/oet/ea/fccid/ after searching on FCCID PY7PM-0802. 
Additional information on SAR can be found on the Mobile Manufacturers 
Forum EMF website at http://www.emfexplained.info/.

* In the United States, the SAR limit for mobile phones used by the public is 1.6 
watts/kilogram (W/kg) averaged over one gram of tissue. The standard 
incorporates a margin of safety to give additional protection for the public and 
to account for any variations in measurements.

** This paragraph is only applicable to authorities and customers in the United 
States.

Europe
This mobile phone model SO-01G has been designed to comply with applicable 
safety requirements for exposure to radio waves. These requirements are 
based on scientific guidelines that include safety margins designed to assure 
the safety of all persons, regardless of age and health.
The radio wave exposure guidelines employ a unit of measurement known as 
the Specific Absorption Rate, or SAR. Tests for SAR are conducted using 
standardized methods with the phone transmitting at its highest certified power 
level in all used frequency bands.
While there may be differences between the SAR levels of various phone 
models, they are all designed to meet the relevant guidelines for exposure to 
radio waves.

For more information on SAR, please refer to the important information chapter 
in the User's Guide.
SAR data information for residents in countries that have adopted the SAR limit 
recommended by the International Commission of Non-lonizing Radiation 
Protection (ICNIRP), which is 2 W/kg averaged over ten (10) gram of tissue (for 
example European Union, Japan, Brazil and New Zealand):
For body worn operation, this phone has been tested and meets RF exposure 
guidelines when used with an accessory that contains no metal and that 

防水／防塵性能を維持するため、異常の有無に関わらず、2年に1回、
部品の交換をおすすめします。部品の交換は端末をお預かりして有料
にて承ります。ドコモ指定の故障取扱窓口にお持ちください。

実際の使用にあたって、すべての状況での動作を保証するものではあ
りません。また、調査の結果、お客様の取り扱いの不備による故障と
判明した場合、保証の対象外となります。

携帯電話機の比吸収率などについて

携帯電話機の比吸収率（SAR）について

以下の内容に関しては、本端末に搭載の『取扱説明書』アプリ（eトリセツ）ま
たはドコモのホームページ掲載の『取扱説明書（PDFファイル）』をご覧くだ
さい。
･ Guidelines for Safe and Efficient Use
･ FCC Statement for the USA

Radio Wave Exposure and Specific 
Absorption Rate (SAR) Information

positions the handset a minimum of 15 mm from the body. Use of other 
accessories may not ensure compliance with RF exposure guidelines.
The highest SAR value for this model phone when tested by Sony for use at the 
ear is 0.60 W/kg (10g). In the case where the phone is worn on the body, the 
highest tested SAR value is 0.49 W/kg (10g).

The Product "SO-01G" is declared to conform with the essential requirements of 
European Union Directive 1999/5/EC Radio and Telecommunications Terminal 
Equipment Directive 3.1(a), 3.1(b) and 3.2. The Declaration of Conformity can 
be found on http://www.sonymobile.co.jp/product/SAR/doc/.

本製品および付属品は、日本輸出管理規制（「外国為替及び外国貿易法」および
その関連法令）の適用を受ける場合があります。また米国再輸出規制（Export
Administration Regulations）の適用を受ける場合があります。本製品およ
び付属品を輸出および再輸出する場合は、お客様の責任および費用負担におい
て必要となる手続きをお取りください。詳しい手続きについては経済産業省ま
たは米国商務省へお問い合わせください。

著作権・肖像権について
お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページからダ
ウンロードなどにより取得した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が
著作権を有するコンテンツは、私的使用目的の複製や引用など著作権法上認め
られた場合を除き、著作権者に無断で複製、改変、公衆送信などすることはで
きません。
実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても撮影または録音を制限
している場合がありますのでご注意ください。
また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、
撮影した他人の肖像を本人の同意なしにインターネット上のホームページに掲
載するなどして不特定多数に公開することは、肖像権を侵害する恐れがありま
すのでお控えください。

商標について
本書に記載している会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
･「FOMA」「ｉモード」「ｉアプリ」「spモード」「mopera U」「ビジネス
mopera」「おサイフケータイ」「公共モード」「エリアメール」「ｉコンシェ
ル」「マチキャラ」「Xi」「Xi／クロッシィ」「eトリセツ」「dメニュー」「d
マーケット」「あんしんスキャン」「しゃべってコンシェル」「はなして翻訳」
「LIVE UX」「マイマガジン」「ｉコンシェル」ロゴ、「Xi」ロゴ、「dメ
ニュー」ロゴ、「dマーケット」ロゴ、「あんしんスキャン」ロゴ、「しゃ
べってコンシェル」ロゴ、「はなして翻訳」ロゴ、「マイマガジン」ロゴ、
「ドコモ電話帳」ロゴ、「ドコモバックアップ」ロゴ、「データ保管BOX」ロ
ゴは（株）NTTドコモの商標または登録商標です。

･「Bluetooth」は、Bluetooth SIG, Inc.の登録商標で
あり、ソニーモバイルコミュニケーションズはライセ
ンスに基づいて使用しています。

･ iWnn© OMRON SOFTWARE Co., Ltd. 2008-2016 All Rights Reserved.
･「Wi-Fi」は、Wi-Fi Allianceの登録商標です。

･「モバキャス」は、株式会社ジャパン・モバイルキャスティングの商標です。
･ Xperia、Xperia Loungeは、ソニーモバイルコミュニケーションズ株式会社
の商標または登録商標です。

･ Sony、FeliCaはソニー株式会社の商標または登録商標です。
･ POBoxおよびPOBoxロゴは、株式会社ソニーコ
ンピュータサイエンス研究所の登録商標です。
POBoxは、株式会社ソニーコンピュータサイエン
ス研究所とソニーモバイルコミュニケーションズ株式会社が共同開発した技
術です。

･ microSDロゴ、microSDHCロゴ、microSDXCロゴはSD-3C, LLCの商標
です。

･ はフェリカネットワークス株式会社の登録商標です。
･ FeliCaは、ソニー株式会社が開発した非接触ICカードの技術方式です。
･ はNFC Forum, Inc.の米国およびその他の国における商標または登録商
標です。

･「Google」「Google」ロゴ、「Android」「Google Play」「Google Play」ロ
ゴ、「Google+」「Google+」ロゴ、「Gmail」「Gmail」ロゴ、「Googleマッ
プ」「Googleマップ」ロゴ、「Google Chrome」「Google Chrome」ロゴは、
Google, Inc.の商標または登録商標です。

･「Microsoft」「Windows」「Windows Media」「PlayReady」は、米国
Microsoft Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商
標です。

･ 本製品は、Microsoftの知的財産権に依存した技術が含まれています。かか
る技術を本製品から切り離して、Microsoftのライセンス許可を受けずに使
用または頒布することは禁止されています。 

･ コンテンツ権利者は、Microsoft PlayReadyコンテンツアクセス技術を使
用することで、著作権で保護されたコンテンツも含め、知的財産権を保護し
ています。本製品は、PlayReady技術を使用して、PlayReady及び／又は
WMDRMにより保護されたコンテンツにアクセスをします。本製品がコン
テンツ使用制限を適切に実施できない場合、当該コンテンツ権利者は、
Microsoftに対し、PlayReadyによって保護されたコンテンツを使用する本
製品の機能を無効化するよう申し入れることがあります。この無効化は
PlayReadyによって保護されていないコンテンツ及び他のコンテンツアク
セス技術によって保護されているコンテンツに影響を与えません。コンテン
ツ権利者は、提供コンテンツへのアクセスに必要なPlayReadyのアップグ
レードを要求することがあります。アップグレードを行わない場合、当該提
供コンテンツへのアクセスができなくなります。

･ 本製品は、MPEG-4ビジュアルおよびAVC特許ポートフォリオライセンスの
もとで、消費者が商業目的以外で個人的に使用するために提供されており、次
の用途に限定されます。（i）MPEG-4ビジュアル標準（以下「MPEG-4ビデ
オ」）またはAVC規格（以下「AVCビデオ」）に準拠したビデオのエンコード、
および/または（ii）商業目的以外の個人的な活動に従事している消費者によっ
てエンコードされたMPEG-4またはAVCビデオのデコード、および／または、
MPEG-4またはAVCビデオの提供をMPEG LAによってライセンス許可され
ているビデオプロバイダから入手したMPEG-4またはAVCビデオのデコー
ド。その他の用途に対するライセンスは許諾されず、黙示的に許可されること
もありません。販売促進目的、内部目的および商業目的の使用およびライセン
ス許可に関する追加情報は、MPEG LA, LLCより入手できます（http://
www.mpegla.com"を参照）。MPEGレイヤー3オーディオデコード技術は、
Fraunhofer IIS and Thomsonによってライセンス許可されます。

･ ANT、ANT+はANT Wirelessの商標または登録商標です。
･ ANT+搭載のフィットネスハブとしての使用について
本端末はANT+技術に対応した健康機器やフィットネス機器と共に使用で
きます。例えば、ANT+に対応した心拍数モニターやフットパッド（速度・
距離測定用）を付けてランニングを行うと、走行のデータをお使いの端末に
収集し、自身のパフォーマンスの分析や、改善方法について確認できます。
ANT+スポーツやフィットネス、健康機器をサポートする各種アプリケー
ションはGoogle Playからダウンロードできます。ANT+対応機器につ
いては、www.thisisant.com/directory をご覧ください。

･ その他、本書で登録するシステム名、製品名は、一般に各開発メーカーの登
録商標あるいは商標です。
なお、本文中では、TM、®マークは表記していません。

･ 本書に明示されていないすべての権利は、その所有者に帰属します。

Declaration of Conformity for SO-01G

輸出管理規制について

知的財産権について
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